
　

本
町
で
は
、芸
術
文
化
を
特
別
な
も

の
と
し
て
で
は
な
く
、町
の
暮
ら
し
の

中
で
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ

ン・レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
」に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス
と

は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
定
期
間
そ
の
土

地
に
滞
在
し
、地
域
の
人
々
と
の
交
流

や
、自
然・暮
ら
し
に
触
れ
な
が
ら
創
作

活
動
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。完
成
し

た
作
品
だ
け
で
な
く
、そ
の
土
地
で
過

ご
し
、感
じ
、考
え
る
過
程
そ
の
も
の

が
、表
現
の
一
部
と
な
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
、芸
術
文
化
の
発

信
拠
点
と
し
て「
あ
ー
と
ふ
る
八
頭
」を

整
備
す
る
な
ど
、芸
術
文
化
に
触
れ
る

　
町
を
訪
れ
、町
に
滞
在
し
、人
と

出
会
い
、そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と

を
作
品
と
し
て
表
現
す
る
―
―
。

　

町
で
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地

域
の
中
に
入
り
込
み
、町
の
暮
ら

し
や
風
景
か
ら
新
た
な
表
現
を
生

み
出
す「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ

ジ
デ
ン
ス
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

機
会
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、そ
う
し
た
取
り
組
み
の

中
で
、人
と
人
と
の
関
わ
り
や
、町
の
暮

ら
し
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
る
実
践
的

な
試
み
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
事
業
で
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

滞
在
場
所
を
町
内
の
民
家
と
し
て
い
ま

す
。地
域
の
方
と
の
日
常
の
会
話
や
、何

気
な
い
風
景
と
の
出
会
い
が
創
作
の

き
っ
か
け
と
な
り
、町
の
中
か
ら
表
現

が
立
ち
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、2
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
事
業
に
参
加
し
、町
内
の
民
家
に
順

に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
の
交
流
や
、町
の
豊

か
な
自
然
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
も
と

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
創
作
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
が
、

暮
ら
し
の
そ
ば
に
あ
る
町
へ

こ
の
町
を
歩
き
、こ
の
町
で
暮
ら
し
、

感
じ
た
こ
と
を〝
か
た
ち
〞に
す
る

［写真：黒坂ひな］

女
子
会
＠
や
ず 

ス
マ
ホ
撮
影
講
座

（
ケ
ー
キ
編
）を
開
催
し
ま
す

　
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
素
材
の
魅
力
を
引
き
出
す
撮

影
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
ケ
ー
キ
」。講
師
を
交

え
、参
加
者
同
士
の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」

講
師
／
小
谷 

美
貴 

さ
ん

（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
／
有
限
会
社 

小
谷
写
真
館
）

対
象
／
町
内・近
隣
市
町
在
住
、ま
た
は
通

勤・通
学
し
て
い
る
女
性
で
、起
業
や
地
域

活
動
を
考
え
て
い
る
方
、写
真
撮
影
の
基
本

を
学
び
た
い
方

定
員
／
10
名

参
加
費
／
5
0
0
円

託
児
／
無
料（
要
申
込
）

申
込
方
法
／
電
子
申
請・電
話・F
A
X・持
参

申
込
締
切
／
2
月
13
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
か
が
や
き
」☎
8
4‐2
3
6
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
1
0
9

ア
イ
シ
ン
グ
で
楽
し
む

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ー

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　

出
来
上
が
っ
て
い
る
ク
ッ
キ
ー
に
ア
イ
シ

ン
グ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。完
成

し
た
ク
ッ
キ
ー
を
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
2
月
12
日（
木
）10
：
00
〜（
2
時
間
程
度
）

会
場
／
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
パ
テ
ィ
シ
エ 

彩 

さ
ん

費
用
／
5
0
0
円
程
度

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

定
員
／
15
名
程
度（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
2
月
2
日（
月
）〜
6
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／

郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
7
2‐2
6
7
2

ペ
ー
ジ
I
D
／

0
0
1
5
0
7
3

原
木
し
い
た
け
植
菌
体
験
講
座

　

原
木
に
し
い
た
け
菌
を
植
え
る
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。植
菌
後
の
原
木
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
い
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
28
日（
土
）13
：
30
〜

会
場
／
中
央
公
民
館 

1
階 

研
修
室
1

参
加
費
／
原
木
1
本
当
た
り 

千
円

　
　
　
　
（
1
組
2
本
ま
で
）

定
員
／
10
組

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
2
4
0

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
か
が
み
の
孤
城

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館
☎
７
２‐３
１
１
３

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
0
2
4

八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ 

あ
ー
と
ふ
る
八
頭
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
常
設
展
示
】

花
鳥
風
月 

― 

興
家
さ
ん
、再
発
見
！

　
橋
本
興
家
と
い
え
ば
、城
や
庭
園
を
描
い

た
力
強
い
木
版
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

油
彩・水
彩・水
墨
画
な
ど
の
作
品
も
数
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、初
公
開
と
な
る
掛
け

軸
を
中
心
に
、花
や
月
が
印
象
的
な
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
21
日（
土
）〜
4
月
19
日（
日
）

【
企
画
展
】 

千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
5 

作
品
展

　

昨
年
開
催
さ
れ
た「
千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
2
0
2
5
」か
ら
、優
秀
賞
作
品
を

含
む
33
点
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
5
日（
木
）〜
3
月
1
日（
日
）

主
催
／
千
代
川
流
域
圏
会
議
事
務
局

　
　
　
国
土
交
通
省 

中
国
地
方
整
備
局

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
／

作
品
入
れ
替
え
の
た
め
、次
の
期
間
は
休

館
し
ま
す
。 

2
月
19
日（
木
）、20
日（
金
）

開
館
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

三
和
段
ボ
ー
ル
杯・ど
ん
ど
こ
！

巨
大
紙
相
撲

〜
と
っ
と
り
け
ん
び
場
所
〜

　

県
立
美
術
館
の
開
館
1
周
年
を
記
念

し
、ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
等
身
大
力
士
が

対
戦
す
る「
巨
大
紙
相
撲
」を
開
催
し
ま

す
。県
内
3
会
場
で
力
士
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
巡
業
）を
行
い
、完
成
し
た
力
士

が
本
場
所
に
集
結
し
ま
す
。

【
巡
業（
力
士
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
）】

日
時
／

･
3
月
20
日（
金・祝
）14
：
00
〜
16
：
00

　
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

･
3
月
21
日（
土
）14
：
00
〜
16
：
00

　
鳥
取
県
立
美
術
館

･
3
月
22
日（
日
）14
：
00
〜
16
：
00

　
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
／
W
e
b
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話（
チ
ー
ム
単
位
）

締
切
／
2
月
28
日（
土
）16
：
00
ま
で

【
本
場
所（
巨
大
紙
相
撲
）】

日
時
／
3
月
29
日（
日
）13
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

ひ
ろ
ま

※
参
加
無
料・申
込
不
要（
出
入
り・観
覧
自
由
）

※
当
日
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
観
覧
料
が
無
料

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

☎
0
8
5
8‐2
4‐5
4
4
2

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
会
員 

募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、育

児
の
支
援
を
受
け
た
い
方（
依
頼
会
員
）と
、

支
援
を
行
い
た
い
方（
支
援
会
員
）が
会
員
と

な
り
、地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
仕
組
み

で
す
。運
営
に
は
、子
育
て
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
支
援
会
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
が
好
き
で
、子
育
て
家
庭
を
応
援

し
た
い
」「
自
分
の
子
育
て
経
験
を
、誰
か
の

役
に
立
て
た
い
」そ
ん
な
思
い
の
あ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
活
動
で
き
る
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
な
支
援
内
容

･
保
育
施
設
終
了
後
や
放
課
後
の
子
ど
も

の
預
か
り

･
保
育
施
設
、塾
、習
い
事
な
ど
へ
の
送
迎

･
学
校
行
事
や
土
日
な
ど
の
一
時
的
な
預
か
り 

な
ど

利
用
の
流
れ

①
会
員
登
録

②
依
頼
が
あ
っ
た
際
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
支

援
可
能
な
会
員
を
調
整

③
時
間・場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
の
う
え

支
援
を
実
施

④
支
援
終
了
後
、規
定
の
報
酬
を
受
け
取

り
ま
す

支
援
会
員
の
条
件

･
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
5
8‐7
6‐7
0
2
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
1
0
2
0

令
和
8
年
度 

鳥
取
県
東
部
圏
域

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画（
案
）へ

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、毎
年
度
、食
品

衛
生
監
視
指
導
の
実
施
計
画
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
保
健
所
で
は
、鳥
取
県
東
部
圏

域（
鳥
取
市・岩
美
町・若
桜
町・智
頭
町・八

頭
町
）を
対
象
に
、食
品
の
監
視
指
導
や
検

査
を
行
う
た
め
の「
食
品
衛
生
監
視
指
導
計

画（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
案
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
鳥
取
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
料
公
開
／
本
庁
舎・駅
南
庁
舎・各
総
合

支
所
、鳥
取
市
公
式
H
P

公
開
期
間
／
2
月
6
日（
金
）〜
2
月
27
日（
金
）

提
出
方
法
／
住
所・氏
名・電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、郵
送・F
A
X・メ
ー
ル・持
参

の
い
ず
れ
か

提
出
期
限
／
2
月
27
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
／
生
活
安
全
課

☎
0
8
5
7‐3
0‐8
5
5
2

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

　

就
職
に
役
立
つ〝
も
の
づ
く
り
〞の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
機
械・電
気・建

築
分
野
な
ど
の
知
識・技
術
を
学
べ
る
公
共

職
業
訓
練（
国
の
制
度
）で
、次
の
４
科
目
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
／　

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
講
申
込

書
を
提
出

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

☎
０
８
５
７‐２
３‐２
０
２
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取　

☎
０
８
５
７‐５
２‐８
８
０
２

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
免・徴
収
猶
予
制
度
の
ご
案
内

　

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ

り
、医
療
費
（
一
部
負
担
金
）の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、一
部
負
担
金
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る「
特
別
な
理
由
」

･
震
災
、風
水
害
、火
災
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、世
帯
主（
主
た
る
生
計
維
持
者
を
含

む
）が
死
亡
し
た
場
合
や
、障
が
い
を

負
っ
た
場
合
、ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損

害
を
受
け
た
場
合

･
干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
等
に
よ
り
、収
入
が
減
少
し

た
場
合

･
事
業
や
業
務
の
休
廃
止
、失
業（
自
己
都

合
退
職
を
除
く
）な
ど
に
よ
り
、収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
場
合

対
象
と
な
る
条
件（
生
活
困
窮
の
程
度
）

･
世
帯
収
入
が
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

保
護
基
準
を
下
回
り
、医
療
扶
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

※
た
だ
し
、医
療
費
が
世
帯
収
入
に
比
べ
著

し
く
高
額
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
7
6‐0
2
0
5

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
、納
め
忘
れ
を
防
げ
る
ほ
か
、現
金

納
付
よ
り
割
引
額
が
多
く
な
り
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

･
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

･
納
付
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

･
現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
／

※
前
納（
6
か
月
前
納・1
年
前
納・2
年
前

納
）を
選
択
す
る
場
合
は
、初
回
の
振
替
日

に
よ
っ
て
振
替
対
象
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
年
金
事
務
所
、金
融
機
関
窓
口
、

町
民
課・船
岡
住
民
課・八
東
住
民
課

必
要
書
類
／
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融
機
関

届
出
印

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
4
3
6
3

八
頭
町
大
学
等
入
学
支
援
金

大
学
等
へ
の
進
学
を
支
援
し
ま
す

　

大
学・短
期
大
学・専
門
学
校
な
ど
へ
進

学
す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、「
八
頭
町

大
学
等
入
学
支
援
金
」を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
／
30
万
円

対
象
者
／

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
父
母
ま
た
は
保
護
者
等
が
、基
準
日（
申

請
す
る
年
の
4
月
1
日
）の
1
年
前
か
ら

引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
。

②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
・
短
期
大

学・専
門
学
校
、ま
た
は
高
等
専
門
学
校

第
4
学
年
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

※
高
等
学
校
等
を
卒
業
後
2
年
以
内
の
方

に
限
り
ま
す
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

･
申
請
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
に
お
い

て
、保
護
者
等
の
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

･
家
計
の
急
変
に
よ
り
、前
年
の
保
護
者
等

の
世
帯
収
入
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、締
切
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

YAZU 2026.02｜02



　
昨
年
度
、町
で
初
め
て
実
施
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
に
は
、

家
族
３
人
の
ユ
ニ
ッ
ト「
が
か
の
か
族
」

と
、現
代
美
術
家
の
八
幡
亜
樹
さ
ん
、２

組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
組
は
そ
れ
ぞ
れ
約
２
週
間
、八
頭

町
新
興
寺
の
民
家
に
滞
在
。地
域
の
中

で
暮
ら
し
な
が
ら
人
と
出
会
い
、対
話

を
重
ね
、そ
の
関
わ
り
の
中
で
作
品
制

作
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
が
か
の
か
族
」は
、滞
在
先
の
民
家

を
カ
フ
ェ
と
し
て
も
利
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
地
域
に
開
放
。訪
れ
た

住
民
と
の
会
話
や
時
間
の
共
有
を
大
切

に
し
な
が
ら
、少
し
ず
つ
地
域
と
の
関

係
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。　　
　

　

家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
風
景
を
見
つ

め
、描
い
た
作
品
に
は
、同
じ
場
所
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、視
点
や
感

じ
方
の
違
い
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、八
幡
さ
ん
は
、一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
を
訪
ね
、話
を
聞
き
、と
も
に

時
間
を
過
ご
す
中
で
感
じ
た
こ
と
を
、

作
品
制
作
に
反
映
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、町
で
知
り
合
っ
た
住
民
と
と
も

に
造
形
作
品
づ
く
り
に
も
挑
戦
。対
話

や
手
を
動
か
す
時
間
そ
の
も
の
が
、制

作
の
過
程
と
な
り
、人
の
そ
ば
で
生
ま
れ

る
表
現
が
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
は
、

あ
ー
と
ふ
る
八
頭
で
展
示
さ
れ
、事
業

の
成
果
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
と
出
会
い
、関
係
が
生
ま
れ
た
二
週
間

昨
年
度
、八
頭
町
で
始
ま
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

地域とともにつくるアーティスト・イン・レジデンス事業
　本事業をコーディネートする労働者協同組合 Barrier House Project YAZU （バリア ハウス プロジェ
クト ヤズ）の大崎さんは、初年度の取り組みを振り返り、次のように話していました。
　「初めての取り組みでしたが、地域の方々が想像以上に創作に関わってくださったことが印象に残ってい
ます。町内を案内してくださる方や、制作拠点となった民家に何度も足を運ぶ方もおられ、アーティストの方
が地域との関わりの中で多くのものを受け取っていたように感じました。民家をお借りして滞在したことで、
地域との距離が近くなり、自然な交流や親密さが生まれたのではないかと思います。」

［写真①～⑤：田中良子］

①

② ③

④ ⑤

女
子
会
＠
や
ず 

ス
マ
ホ
撮
影
講
座

（
ケ
ー
キ
編
）を
開
催
し
ま
す

　
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
素
材
の
魅
力
を
引
き
出
す
撮

影
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
ケ
ー
キ
」。講
師
を
交

え
、参
加
者
同
士
の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」

講
師
／
小
谷 

美
貴 

さ
ん

（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
／
有
限
会
社 

小
谷
写
真
館
）

対
象
／
町
内・近
隣
市
町
在
住
、ま
た
は
通

勤・通
学
し
て
い
る
女
性
で
、起
業
や
地
域

活
動
を
考
え
て
い
る
方
、写
真
撮
影
の
基
本

を
学
び
た
い
方

定
員
／
10
名

参
加
費
／
5
0
0
円

託
児
／
無
料（
要
申
込
）

申
込
方
法
／
電
子
申
請・電
話・F
A
X・持
参

申
込
締
切
／
2
月
13
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
か
が
や
き
」☎
8
4‐2
3
6
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
1
0
9

ア
イ
シ
ン
グ
で
楽
し
む

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ー

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　

出
来
上
が
っ
て
い
る
ク
ッ
キ
ー
に
ア
イ
シ

ン
グ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。完
成

し
た
ク
ッ
キ
ー
を
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
2
月
12
日（
木
）10
：
00
〜（
2
時
間
程
度
）

会
場
／
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
パ
テ
ィ
シ
エ 

彩 

さ
ん

費
用
／
5
0
0
円
程
度

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

定
員
／
15
名
程
度（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
2
月
2
日（
月
）〜
6
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／

郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
7
2‐2
6
7
2

ペ
ー
ジ
I
D
／

0
0
1
5
0
7
3

原
木
し
い
た
け
植
菌
体
験
講
座

　

原
木
に
し
い
た
け
菌
を
植
え
る
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。植
菌
後
の
原
木
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
い
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
28
日（
土
）13
：
30
〜

会
場
／
中
央
公
民
館 

1
階 

研
修
室
1

参
加
費
／
原
木
1
本
当
た
り 

千
円

　
　
　
　
（
1
組
2
本
ま
で
）

定
員
／
10
組

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
2
4
0

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
か
が
み
の
孤
城

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館
☎
７
２‐３
１
１
３

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
0
2
4

八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ 

あ
ー
と
ふ
る
八
頭
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
常
設
展
示
】

花
鳥
風
月 

― 

興
家
さ
ん
、再
発
見
！

　
橋
本
興
家
と
い
え
ば
、城
や
庭
園
を
描
い

た
力
強
い
木
版
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

油
彩・水
彩・水
墨
画
な
ど
の
作
品
も
数
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、初
公
開
と
な
る
掛
け

軸
を
中
心
に
、花
や
月
が
印
象
的
な
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
21
日（
土
）〜
4
月
19
日（
日
）

【
企
画
展
】 

千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
5 

作
品
展

　

昨
年
開
催
さ
れ
た「
千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
2
0
2
5
」か
ら
、優
秀
賞
作
品
を

含
む
33
点
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
5
日（
木
）〜
3
月
1
日（
日
）

主
催
／
千
代
川
流
域
圏
会
議
事
務
局

　
　
　
国
土
交
通
省 

中
国
地
方
整
備
局

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
／

作
品
入
れ
替
え
の
た
め
、次
の
期
間
は
休

館
し
ま
す
。 

2
月
19
日（
木
）、20
日（
金
）

開
館
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

三
和
段
ボ
ー
ル
杯・ど
ん
ど
こ
！

巨
大
紙
相
撲

〜
と
っ
と
り
け
ん
び
場
所
〜

　

県
立
美
術
館
の
開
館
1
周
年
を
記
念

し
、ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
等
身
大
力
士
が

対
戦
す
る「
巨
大
紙
相
撲
」を
開
催
し
ま

す
。県
内
3
会
場
で
力
士
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
巡
業
）を
行
い
、完
成
し
た
力
士

が
本
場
所
に
集
結
し
ま
す
。

【
巡
業（
力
士
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
）】

日
時
／

･
3
月
20
日（
金・祝
）14
：
00
〜
16
：
00

　
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

･
3
月
21
日（
土
）14
：
00
〜
16
：
00

　
鳥
取
県
立
美
術
館

･
3
月
22
日（
日
）14
：
00
〜
16
：
00

　
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
／
W
e
b
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話（
チ
ー
ム
単
位
）

締
切
／
2
月
28
日（
土
）16
：
00
ま
で

【
本
場
所（
巨
大
紙
相
撲
）】

日
時
／
3
月
29
日（
日
）13
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

ひ
ろ
ま

※
参
加
無
料・申
込
不
要（
出
入
り・観
覧
自
由
）

※
当
日
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
観
覧
料
が
無
料

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

☎
0
8
5
8‐2
4‐5
4
4
2

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
会
員 

募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、育

児
の
支
援
を
受
け
た
い
方（
依
頼
会
員
）と
、

支
援
を
行
い
た
い
方（
支
援
会
員
）が
会
員
と

な
り
、地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
仕
組
み

で
す
。運
営
に
は
、子
育
て
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
支
援
会
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
が
好
き
で
、子
育
て
家
庭
を
応
援

し
た
い
」「
自
分
の
子
育
て
経
験
を
、誰
か
の

役
に
立
て
た
い
」そ
ん
な
思
い
の
あ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
活
動
で
き
る
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
な
支
援
内
容

･
保
育
施
設
終
了
後
や
放
課
後
の
子
ど
も

の
預
か
り

･
保
育
施
設
、塾
、習
い
事
な
ど
へ
の
送
迎

･
学
校
行
事
や
土
日
な
ど
の
一
時
的
な
預
か
り 

な
ど

利
用
の
流
れ

①
会
員
登
録

②
依
頼
が
あ
っ
た
際
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
支

援
可
能
な
会
員
を
調
整

③
時
間・場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
の
う
え

支
援
を
実
施

④
支
援
終
了
後
、規
定
の
報
酬
を
受
け
取

り
ま
す

支
援
会
員
の
条
件

･
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
5
8‐7
6‐7
0
2
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
1
0
2
0

令
和
8
年
度 

鳥
取
県
東
部
圏
域

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画（
案
）へ

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、毎
年
度
、食
品

衛
生
監
視
指
導
の
実
施
計
画
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
保
健
所
で
は
、鳥
取
県
東
部
圏

域（
鳥
取
市・岩
美
町・若
桜
町・智
頭
町・八

頭
町
）を
対
象
に
、食
品
の
監
視
指
導
や
検

査
を
行
う
た
め
の「
食
品
衛
生
監
視
指
導
計

画（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
案
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
鳥
取
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
料
公
開
／
本
庁
舎・駅
南
庁
舎・各
総
合

支
所
、鳥
取
市
公
式
H
P

公
開
期
間
／
2
月
6
日（
金
）〜
2
月
27
日（
金
）

提
出
方
法
／
住
所・氏
名・電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、郵
送・F
A
X・メ
ー
ル・持
参

の
い
ず
れ
か

提
出
期
限
／
2
月
27
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
／
生
活
安
全
課

☎
0
8
5
7‐3
0‐8
5
5
2

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

　

就
職
に
役
立
つ〝
も
の
づ
く
り
〞の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
機
械・電
気・建

築
分
野
な
ど
の
知
識・技
術
を
学
べ
る
公
共

職
業
訓
練（
国
の
制
度
）で
、次
の
４
科
目
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
／　

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
講
申
込

書
を
提
出

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

☎
０
８
５
７‐２
３‐２
０
２
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取　

☎
０
８
５
７‐５
２‐８
８
０
２

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
免・徴
収
猶
予
制
度
の
ご
案
内

　

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ

り
、医
療
費
（
一
部
負
担
金
）の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、一
部
負
担
金
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る「
特
別
な
理
由
」

･
震
災
、風
水
害
、火
災
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、世
帯
主（
主
た
る
生
計
維
持
者
を
含

む
）が
死
亡
し
た
場
合
や
、障
が
い
を

負
っ
た
場
合
、ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損

害
を
受
け
た
場
合

･
干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
等
に
よ
り
、収
入
が
減
少
し

た
場
合

･
事
業
や
業
務
の
休
廃
止
、失
業（
自
己
都

合
退
職
を
除
く
）な
ど
に
よ
り
、収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
場
合

対
象
と
な
る
条
件（
生
活
困
窮
の
程
度
）

･
世
帯
収
入
が
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

保
護
基
準
を
下
回
り
、医
療
扶
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

※
た
だ
し
、医
療
費
が
世
帯
収
入
に
比
べ
著

し
く
高
額
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
7
6‐0
2
0
5

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
、納
め
忘
れ
を
防
げ
る
ほ
か
、現
金

納
付
よ
り
割
引
額
が
多
く
な
り
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

･
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

･
納
付
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

･
現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
／

※
前
納（
6
か
月
前
納・1
年
前
納・2
年
前

納
）を
選
択
す
る
場
合
は
、初
回
の
振
替
日

に
よ
っ
て
振
替
対
象
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
年
金
事
務
所
、金
融
機
関
窓
口
、

町
民
課・船
岡
住
民
課・八
東
住
民
課

必
要
書
類
／
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融
機
関

届
出
印

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
4
3
6
3

八
頭
町
大
学
等
入
学
支
援
金

大
学
等
へ
の
進
学
を
支
援
し
ま
す

　

大
学・短
期
大
学・専
門
学
校
な
ど
へ
進

学
す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、「
八
頭
町

大
学
等
入
学
支
援
金
」を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
／
30
万
円

対
象
者
／

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
父
母
ま
た
は
保
護
者
等
が
、基
準
日（
申

請
す
る
年
の
4
月
1
日
）の
1
年
前
か
ら

引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
。

②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
・
短
期
大

学・専
門
学
校
、ま
た
は
高
等
専
門
学
校

第
4
学
年
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

※
高
等
学
校
等
を
卒
業
後
2
年
以
内
の
方

に
限
り
ま
す
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

･
申
請
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
に
お
い

て
、保
護
者
等
の
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

･
家
計
の
急
変
に
よ
り
、前
年
の
保
護
者
等

の
世
帯
収
入
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、締
切
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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今
回
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ

デ
ン
ス
事
業
を
き
っ
か
け
に
、松
橋
萌
さ

ん
は
初
め
て
八
頭
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

松
橋
さ
ん
は「
ア
ー
ト
と
ケ
ア
の
結

び
目
を
散
歩
で
つ
く
る
」を
テ
ー
マ

に
、各
地
で
散
歩
会
や
ケ
ア
に
ま
つ
わ

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
す
。

　

町
で
の
滞
在
中
、松
橋
さ
ん
は
特
定

の
場
所
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、町

を
歩
き
、人
と
出
会
い
、時
間
を
と
も
に

過
ご
す
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
。ま

た
、「
よ
る
べ
の
な
い
人
々
が
、八
頭
町

に
集
う
」を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
共
感
し
た
参
加
者
が
、東
京
都
や

神
奈
川
県
か
ら
も
集
ま
り
ま
し
た
。

　

松
橋
さ
ん
ら
は
、地
域
の
人
に
蟹
鍋

や
ジ
ビ
エ
鍋
を
ふ
る
ま
っ
て
も
ら
い
、食

卓
を
囲
み
な
が
ら
の
会
話
や
、町
を
歩

き
な
が
ら
重
ね
た
対
話
に
よ
り
、少
し

ず
つ
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

立
ち
寄
っ
た
場
所
で
分
け
て
も
ら
っ
た
食

材
を
使
っ
て
料
理
を
作
っ
た
り
、地
域
の

人
と
餅
つ
き
を
し
た
り
、雑
煮
会
を
開

八頭町芸術文化交流プラザ 「あーとふる八頭」

町を歩き、出会いを重ねる― 
　　　アーティスト・松橋さんの滞在制作 ―

　旧安部小学校を活用した「あーとふる八頭」は、八頭町の文化芸術を発信する拠点です。
　館内には、八頭町名誉町民である版画家・橋本興家氏の作品展示や、世界的な天文家・本田實氏の偉業を
紹介するコーナーのほか、町内で発掘された貴重な出土品などを常設展示しています。
　また、約2か月ごとに展示替えを行い、企画展も開催。展示内容は「広報やず」
のインフォメーションコーナーで随時お知らせしています。
　町の歴史や人の営み、そして新たな表現に出会える場所として、ぜひお気軽に
お立ち寄りください。

松橋 萌（まつはし・もえ）
2025年、東京藝術大学
大学院映像研究科修了。

「アートとケアの結び目
を散歩でつくる」をテー
マに、散歩会や共同リ
サーチを通じた制作活動
を行っている。

い
て
ふ
る
ま
う
こ
と
で
、日
常
の
営
み
を

と
も
に
す
る
時
間
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

松
橋
さ
ん
は
、八
頭
町
に
つ
い
て

「
人
々
が
寄
り
添
い
、生
き
て
い
く
中

で
、助
け
合
え
る
あ
た
た
か
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
た
く
さ
ん
あ
る
町
」だ
と
感
じ

た
と
い
い
ま
す
。

　

一
方
で
、そ
の
つ
な
が
り
は
点
在
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。町
を

歩
き
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出
会
う
こ
と

で
、そ
の
点
を
つ
な
ぎ
た
い
。そ
ん
な

感
覚
が
、今
回
の
作
品
の
出
発
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
は
な
い
人
と
心
地
よ
い
距
離

感
で
時
間
を
過
ご
す
。地
域
の
人
に

と
っ
て
は
何
気
な
い
日
常
も
、関
わ
り

が
加
わ
る
こ
と
で
少
し
違
っ
た
風
景
と

し
て
立
ち
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。人
と

の
出
会
い
や
交
流
の
積
み
重
ね
が
、ど

の
よ
う
な
形
と
な
っ
て
現
れ
て
い
く
の

か
。そ
の
過
程
が
作
品
と
し
て
立
ち
上

が
っ
て
い
く
こ
と
で
、町
の
新
た
な
魅
力

を
見
つ
め
直
す
手
が
か
り
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

問 い 合 わ せ　 芸術文化交流プラザ あーとふる八頭　☎71-1016

①

②

［写真①～③：黒坂ひな］
③

女
子
会
＠
や
ず 

ス
マ
ホ
撮
影
講
座

（
ケ
ー
キ
編
）を
開
催
し
ま
す

　
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
素
材
の
魅
力
を
引
き
出
す
撮

影
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
ケ
ー
キ
」。講
師
を
交

え
、参
加
者
同
士
の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」

講
師
／
小
谷 

美
貴 

さ
ん

（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
／
有
限
会
社 

小
谷
写
真
館
）

対
象
／
町
内・近
隣
市
町
在
住
、ま
た
は
通

勤・通
学
し
て
い
る
女
性
で
、起
業
や
地
域

活
動
を
考
え
て
い
る
方
、写
真
撮
影
の
基
本

を
学
び
た
い
方

定
員
／
10
名

参
加
費
／
5
0
0
円

託
児
／
無
料（
要
申
込
）

申
込
方
法
／
電
子
申
請・電
話・F
A
X・持
参

申
込
締
切
／
2
月
13
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
か
が
や
き
」☎
8
4‐2
3
6
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
1
0
9

ア
イ
シ
ン
グ
で
楽
し
む

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ー

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　

出
来
上
が
っ
て
い
る
ク
ッ
キ
ー
に
ア
イ
シ

ン
グ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。完
成

し
た
ク
ッ
キ
ー
を
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
2
月
12
日（
木
）10
：
00
〜（
2
時
間
程
度
）

会
場
／
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
パ
テ
ィ
シ
エ 

彩 

さ
ん

費
用
／
5
0
0
円
程
度

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

定
員
／
15
名
程
度（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
2
月
2
日（
月
）〜
6
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／

郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
7
2‐2
6
7
2

ペ
ー
ジ
I
D
／

0
0
1
5
0
7
3

原
木
し
い
た
け
植
菌
体
験
講
座

　

原
木
に
し
い
た
け
菌
を
植
え
る
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。植
菌
後
の
原
木
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
い
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
28
日（
土
）13
：
30
〜

会
場
／
中
央
公
民
館 

1
階 

研
修
室
1

参
加
費
／
原
木
1
本
当
た
り 

千
円

　
　
　
　
（
1
組
2
本
ま
で
）

定
員
／
10
組

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
2
4
0

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
か
が
み
の
孤
城

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館
☎
７
２‐３
１
１
３

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
0
2
4

八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ 

あ
ー
と
ふ
る
八
頭
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
常
設
展
示
】

花
鳥
風
月 

― 

興
家
さ
ん
、再
発
見
！

　
橋
本
興
家
と
い
え
ば
、城
や
庭
園
を
描
い

た
力
強
い
木
版
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

油
彩・水
彩・水
墨
画
な
ど
の
作
品
も
数
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、初
公
開
と
な
る
掛
け

軸
を
中
心
に
、花
や
月
が
印
象
的
な
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
21
日（
土
）〜
4
月
19
日（
日
）

【
企
画
展
】 

千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
5 

作
品
展

　

昨
年
開
催
さ
れ
た「
千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
2
0
2
5
」か
ら
、優
秀
賞
作
品
を

含
む
33
点
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
5
日（
木
）〜
3
月
1
日（
日
）

主
催
／
千
代
川
流
域
圏
会
議
事
務
局

　
　
　
国
土
交
通
省 

中
国
地
方
整
備
局

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
／

作
品
入
れ
替
え
の
た
め
、次
の
期
間
は
休

館
し
ま
す
。 

2
月
19
日（
木
）、20
日（
金
）

開
館
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

三
和
段
ボ
ー
ル
杯・ど
ん
ど
こ
！

巨
大
紙
相
撲

〜
と
っ
と
り
け
ん
び
場
所
〜

　

県
立
美
術
館
の
開
館
1
周
年
を
記
念

し
、ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
等
身
大
力
士
が

対
戦
す
る「
巨
大
紙
相
撲
」を
開
催
し
ま

す
。県
内
3
会
場
で
力
士
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
巡
業
）を
行
い
、完
成
し
た
力
士

が
本
場
所
に
集
結
し
ま
す
。

【
巡
業（
力
士
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
）】

日
時
／

･
3
月
20
日（
金・祝
）14
：
00
〜
16
：
00

　
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

･
3
月
21
日（
土
）14
：
00
〜
16
：
00

　
鳥
取
県
立
美
術
館

･
3
月
22
日（
日
）14
：
00
〜
16
：
00

　
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
／
W
e
b
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話（
チ
ー
ム
単
位
）

締
切
／
2
月
28
日（
土
）16
：
00
ま
で

【
本
場
所（
巨
大
紙
相
撲
）】

日
時
／
3
月
29
日（
日
）13
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

ひ
ろ
ま

※
参
加
無
料・申
込
不
要（
出
入
り・観
覧
自
由
）

※
当
日
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
観
覧
料
が
無
料

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

☎
0
8
5
8‐2
4‐5
4
4
2

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
会
員 

募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、育

児
の
支
援
を
受
け
た
い
方（
依
頼
会
員
）と
、

支
援
を
行
い
た
い
方（
支
援
会
員
）が
会
員
と

な
り
、地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
仕
組
み

で
す
。運
営
に
は
、子
育
て
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
支
援
会
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
が
好
き
で
、子
育
て
家
庭
を
応
援

し
た
い
」「
自
分
の
子
育
て
経
験
を
、誰
か
の

役
に
立
て
た
い
」そ
ん
な
思
い
の
あ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
活
動
で
き
る
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
な
支
援
内
容

･
保
育
施
設
終
了
後
や
放
課
後
の
子
ど
も

の
預
か
り

･
保
育
施
設
、塾
、習
い
事
な
ど
へ
の
送
迎

･
学
校
行
事
や
土
日
な
ど
の
一
時
的
な
預
か
り 

な
ど

利
用
の
流
れ

①
会
員
登
録

②
依
頼
が
あ
っ
た
際
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
支

援
可
能
な
会
員
を
調
整

③
時
間・場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
の
う
え

支
援
を
実
施

④
支
援
終
了
後
、規
定
の
報
酬
を
受
け
取

り
ま
す

支
援
会
員
の
条
件

･
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
5
8‐7
6‐7
0
2
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
1
0
2
0

令
和
8
年
度 

鳥
取
県
東
部
圏
域

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画（
案
）へ

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、毎
年
度
、食
品

衛
生
監
視
指
導
の
実
施
計
画
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
保
健
所
で
は
、鳥
取
県
東
部
圏

域（
鳥
取
市・岩
美
町・若
桜
町・智
頭
町・八

頭
町
）を
対
象
に
、食
品
の
監
視
指
導
や
検

査
を
行
う
た
め
の「
食
品
衛
生
監
視
指
導
計

画（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
案
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
鳥
取
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
料
公
開
／
本
庁
舎・駅
南
庁
舎・各
総
合

支
所
、鳥
取
市
公
式
H
P

公
開
期
間
／
2
月
6
日（
金
）〜
2
月
27
日（
金
）

提
出
方
法
／
住
所・氏
名・電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、郵
送・F
A
X・メ
ー
ル・持
参

の
い
ず
れ
か

提
出
期
限
／
2
月
27
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
／
生
活
安
全
課

☎
0
8
5
7‐3
0‐8
5
5
2

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

　

就
職
に
役
立
つ〝
も
の
づ
く
り
〞の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
機
械・電
気・建

築
分
野
な
ど
の
知
識・技
術
を
学
べ
る
公
共

職
業
訓
練（
国
の
制
度
）で
、次
の
４
科
目
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
／　

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
講
申
込

書
を
提
出

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

☎
０
８
５
７‐２
３‐２
０
２
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取　

☎
０
８
５
７‐５
２‐８
８
０
２

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
免・徴
収
猶
予
制
度
の
ご
案
内

　

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ

り
、医
療
費
（
一
部
負
担
金
）の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、一
部
負
担
金
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る「
特
別
な
理
由
」

･
震
災
、風
水
害
、火
災
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、世
帯
主（
主
た
る
生
計
維
持
者
を
含

む
）が
死
亡
し
た
場
合
や
、障
が
い
を

負
っ
た
場
合
、ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損

害
を
受
け
た
場
合

･
干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
等
に
よ
り
、収
入
が
減
少
し

た
場
合

･
事
業
や
業
務
の
休
廃
止
、失
業（
自
己
都

合
退
職
を
除
く
）な
ど
に
よ
り
、収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
場
合

対
象
と
な
る
条
件（
生
活
困
窮
の
程
度
）

･
世
帯
収
入
が
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

保
護
基
準
を
下
回
り
、医
療
扶
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

※
た
だ
し
、医
療
費
が
世
帯
収
入
に
比
べ
著

し
く
高
額
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
7
6‐0
2
0
5

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
、納
め
忘
れ
を
防
げ
る
ほ
か
、現
金

納
付
よ
り
割
引
額
が
多
く
な
り
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

･
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

･
納
付
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

･
現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
／

※
前
納（
6
か
月
前
納・1
年
前
納・2
年
前

納
）を
選
択
す
る
場
合
は
、初
回
の
振
替
日

に
よ
っ
て
振
替
対
象
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
年
金
事
務
所
、金
融
機
関
窓
口
、

町
民
課・船
岡
住
民
課・八
東
住
民
課

必
要
書
類
／
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融
機
関

届
出
印

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
4
3
6
3

八
頭
町
大
学
等
入
学
支
援
金

大
学
等
へ
の
進
学
を
支
援
し
ま
す

　

大
学・短
期
大
学・専
門
学
校
な
ど
へ
進

学
す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、「
八
頭
町

大
学
等
入
学
支
援
金
」を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
／
30
万
円

対
象
者
／

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
父
母
ま
た
は
保
護
者
等
が
、基
準
日（
申

請
す
る
年
の
4
月
1
日
）の
1
年
前
か
ら

引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
。

②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
・
短
期
大

学・専
門
学
校
、ま
た
は
高
等
専
門
学
校

第
4
学
年
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

※
高
等
学
校
等
を
卒
業
後
2
年
以
内
の
方

に
限
り
ま
す
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

･
申
請
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
に
お
い

て
、保
護
者
等
の
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

･
家
計
の
急
変
に
よ
り
、前
年
の
保
護
者
等

の
世
帯
収
入
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、締
切
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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活動の軌跡を紹介　アーティスト・イン・レジデンス事業 報告展示
　町が昨年度から取り組んでいる「アーティスト・イン・レジデンス事業」では、今年度も2組のアーティスト
が、昨年12月から1月にかけて八頭町に滞在し、制作や交流を行いました。
　展示会では、滞在期間中に生まれた作品や、町民との関わりの中で展開
された活動の様子を、記録とあわせて紹介します。
 期　　　　間 　2月12日（木）～3月8日（日）
 会　　　　場 　芸術文化交流プラザ あーとふる八頭
 問 い 合 わ せ　 社会教育課　☎84-1232

「なんで？」から広がる表現
　　　藤田クレアさんの滞在制作 ―

　

藤
田
ク
レ
ア
さ
ん
は
、身
の
回
り
に

あ
る
装
置
や
有
機
物
を
用
い
な
が
ら
、

自
身
が
生
き
る
社
会
や
人
と
の
関
係
の

中
で
感
じ
て
き
た
違
和
感
や
問
い
を
、

作
品
と
し
て
表
現
し
て
き
た
現
代
美
術

家
で
す
。

　

今
回
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・イ
ン・レ
ジ

デ
ン
ス
事
業
を
通
し
て
、藤
田
さ
ん
も

八
頭
町
を
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、藤
田
さ
ん
が
ま
ず
印
象
に

残
っ
た
の
は「
空
気
が
き
れ
い
な
こ
と
」

で
し
た
。か
つ
て
北
京
で
暮
ら
し
て
い
た

時
、空
気
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
売
ら
れ
て

い
た
と
い
う
経
験
か
ら
、き
れ
い
な
空

気
は
当
た
り
前
で
は
な
く
、大
切
な
財

産
だ
と
感
じ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。「
み

な
さ
ん
、深
呼
吸
は
し
て
い
ま
す
か
？
」

と
い
う
藤
田
さ
ん
の
言
葉
に
は
、日
常

の
中
で
見
過
ご
し
が
ち
な
価
値
へ
の
気

づ
き
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
田
さ
ん
の
制
作
の
出
発
点
は
、身

近
な「
な
ん
で
？
」と
い
う
疑
問
で
す
。

　
た
と
え
ば
、蜘
蛛
の
巣
が
決
ま
っ
た
枝

に
だ
け
張
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

　

そ
の
軌
跡
を
金
属
で
な
ぞ
り
、形
と

し
て
立
ち
上
げ
る
な
ど
、素
朴
な
問
い

か
ら
作
品
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

現
代
ア
ー
ト
は
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、藤
田
さ
ん
自
身
は「
美
し
い
と

感
じ
る
こ
と
」や「
不
思
議
だ
と
思
う
こ

と
」が
、表
現
の
入
り
口
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、出
前
授
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
通
じ
て
、多
様
な
視
点
や
考
え
に

触
れ
な
が
ら
制
作
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
と
と
も
に
考
え
た
こ
と
を
立
体
作
品

と
し
て
形
に
す
る
こ
と
で
、も
の
の
見
え

方
が
変
わ
る
―
―
。そ
ん
な
体
験
を
共

有
で
き
る
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

将
来
は
牧
場
を
つ
く
り
、学
校
に
通

い
づ
ら
く
な
っ
た
子
ど
も
や
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
、ア
ー

ト
や
動
物
と
の
関
わ
り
を
通
し
た
活
動

を
行
い
た
い
と
い
う
藤
田
さ
ん
。

　

八
頭
町
で
の
滞
在
は
、そ
の
思
い
と

も
静
か
に
つ
な
が
り
な
が
ら
、新
た
な

表
現
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

藤田 クレア（ふじた・くれあ）
現代美術家。装置や有機
物を用い、社会や人との
関係の中で生まれる違和
感や問いをもとに作品を
制作。
主な個展に「ふとうめい 
な 繋がり」（資生堂ギャラ
リー／2020年）など。

①

［写真①～④：田中良子］
② ③ ④

女
子
会
＠
や
ず 

ス
マ
ホ
撮
影
講
座

（
ケ
ー
キ
編
）を
開
催
し
ま
す

　
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
か
ら
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
素
材
の
魅
力
を
引
き
出
す
撮

影
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
ケ
ー
キ
」。講
師
を
交

え
、参
加
者
同
士
の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」

講
師
／
小
谷 

美
貴 

さ
ん

（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
／
有
限
会
社 

小
谷
写
真
館
）

対
象
／
町
内・近
隣
市
町
在
住
、ま
た
は
通

勤・通
学
し
て
い
る
女
性
で
、起
業
や
地
域

活
動
を
考
え
て
い
る
方
、写
真
撮
影
の
基
本

を
学
び
た
い
方

定
員
／
10
名

参
加
費
／
5
0
0
円

託
児
／
無
料（
要
申
込
）

申
込
方
法
／
電
子
申
請・電
話・F
A
X・持
参

申
込
締
切
／
2
月
13
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
か
が
や
き
」☎
8
4‐2
3
6
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
1
0
9

ア
イ
シ
ン
グ
で
楽
し
む

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ー

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

　

出
来
上
が
っ
て
い
る
ク
ッ
キ
ー
に
ア
イ
シ

ン
グ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。完
成

し
た
ク
ッ
キ
ー
を
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
2
月
12
日（
木
）10
：
00
〜（
2
時
間
程
度
）

会
場
／
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
パ
テ
ィ
シ
エ 

彩 

さ
ん

費
用
／
5
0
0
円
程
度

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

定
員
／
15
名
程
度（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
2
月
2
日（
月
）〜
6
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／

郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
7
2‐2
6
7
2

ペ
ー
ジ
I
D
／

0
0
1
5
0
7
3

原
木
し
い
た
け
植
菌
体
験
講
座

　

原
木
に
し
い
た
け
菌
を
植
え
る
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。植
菌
後
の
原
木
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。詳
し
い
内
容
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
28
日（
土
）13
：
30
〜

会
場
／
中
央
公
民
館 

1
階 

研
修
室
1

参
加
費
／
原
木
1
本
当
た
り 

千
円

　
　
　
　
（
1
組
2
本
ま
で
）

定
員
／
10
組

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
2
4
0

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
2
月
21
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
か
が
み
の
孤
城

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館
☎
７
２‐３
１
１
３

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
5
0
2
4

八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ 

あ
ー
と
ふ
る
八
頭
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
常
設
展
示
】

花
鳥
風
月 

― 

興
家
さ
ん
、再
発
見
！

　
橋
本
興
家
と
い
え
ば
、城
や
庭
園
を
描
い

た
力
強
い
木
版
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

油
彩・水
彩・水
墨
画
な
ど
の
作
品
も
数
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、初
公
開
と
な
る
掛
け

軸
を
中
心
に
、花
や
月
が
印
象
的
な
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
21
日（
土
）〜
4
月
19
日（
日
）

【
企
画
展
】 

千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
2
5 

作
品
展

　

昨
年
開
催
さ
れ
た「
千
代
川
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
2
0
2
5
」か
ら
、優
秀
賞
作
品
を

含
む
33
点
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
／
2
月
5
日（
木
）〜
3
月
1
日（
日
）

主
催
／
千
代
川
流
域
圏
会
議
事
務
局

　
　
　
国
土
交
通
省 

中
国
地
方
整
備
局

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
／

作
品
入
れ
替
え
の
た
め
、次
の
期
間
は
休

館
し
ま
す
。 

2
月
19
日（
木
）、20
日（
金
）

開
館
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

三
和
段
ボ
ー
ル
杯・ど
ん
ど
こ
！

巨
大
紙
相
撲

〜
と
っ
と
り
け
ん
び
場
所
〜

　

県
立
美
術
館
の
開
館
1
周
年
を
記
念

し
、ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
等
身
大
力
士
が

対
戦
す
る「
巨
大
紙
相
撲
」を
開
催
し
ま

す
。県
内
3
会
場
で
力
士
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
巡
業
）を
行
い
、完
成
し
た
力
士

が
本
場
所
に
集
結
し
ま
す
。

【
巡
業（
力
士
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
）】

日
時
／

･
3
月
20
日（
金・祝
）14
：
00
〜
16
：
00

　
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

･
3
月
21
日（
土
）14
：
00
〜
16
：
00

　
鳥
取
県
立
美
術
館

･
3
月
22
日（
日
）14
：
00
〜
16
：
00

　
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
／
W
e
b
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話（
チ
ー
ム
単
位
）

締
切
／
2
月
28
日（
土
）16
：
00
ま
で

【
本
場
所（
巨
大
紙
相
撲
）】

日
時
／
3
月
29
日（
日
）13
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

ひ
ろ
ま

※
参
加
無
料・申
込
不
要（
出
入
り・観
覧
自
由
）

※
当
日
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
観
覧
料
が
無
料

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
立
美
術
館 

☎
0
8
5
8‐2
4‐5
4
4
2

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

支
援
会
員 

募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、育

児
の
支
援
を
受
け
た
い
方（
依
頼
会
員
）と
、

支
援
を
行
い
た
い
方（
支
援
会
員
）が
会
員
と

な
り
、地
域
で
子
育
て
を
助
け
合
う
仕
組
み

で
す
。運
営
に
は
、子
育
て
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
支
援
会
員
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
子
ど
も
が
好
き
で
、子
育
て
家
庭
を
応
援

し
た
い
」「
自
分
の
子
育
て
経
験
を
、誰
か
の

役
に
立
て
た
い
」そ
ん
な
思
い
の
あ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。ご
自
身
の
都
合
に
合
わ
せ

て
活
動
で
き
る
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
な
支
援
内
容

･
保
育
施
設
終
了
後
や
放
課
後
の
子
ど
も

の
預
か
り

･
保
育
施
設
、塾
、習
い
事
な
ど
へ
の
送
迎

･
学
校
行
事
や
土
日
な
ど
の
一
時
的
な
預
か
り 

な
ど

利
用
の
流
れ

①
会
員
登
録

②
依
頼
が
あ
っ
た
際
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
支

援
可
能
な
会
員
を
調
整

③
時
間・場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
の
う
え

支
援
を
実
施

④
支
援
終
了
後
、規
定
の
報
酬
を
受
け
取

り
ま
す

支
援
会
員
の
条
件

･
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

八
頭
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
5
8‐7
6‐7
0
2
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
1
0
2
0

令
和
8
年
度 

鳥
取
県
東
部
圏
域

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画（
案
）へ

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、毎
年
度
、食
品

衛
生
監
視
指
導
の
実
施
計
画
を
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
保
健
所
で
は
、鳥
取
県
東
部
圏

域（
鳥
取
市・岩
美
町・若
桜
町・智
頭
町・八

頭
町
）を
対
象
に
、食
品
の
監
視
指
導
や
検

査
を
行
う
た
め
の「
食
品
衛
生
監
視
指
導
計

画（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
案
に
つ
い
て
、み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
鳥
取
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
料
公
開
／
本
庁
舎・駅
南
庁
舎・各
総
合

支
所
、鳥
取
市
公
式
H
P

公
開
期
間
／
2
月
6
日（
金
）〜
2
月
27
日（
金
）

提
出
方
法
／
住
所・氏
名・電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、郵
送・F
A
X・メ
ー
ル・持
参

の
い
ず
れ
か

提
出
期
限
／
2
月
27
日（
金
）必
着

問
い
合
わ
せ
／
生
活
安
全
課

☎
0
8
5
7‐3
0‐8
5
5
2

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

　

就
職
に
役
立
つ〝
も
の
づ
く
り
〞の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？
機
械・電
気・建

築
分
野
な
ど
の
知
識・技
術
を
学
べ
る
公
共

職
業
訓
練（
国
の
制
度
）で
、次
の
４
科
目
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
／　

申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
講
申
込

書
を
提
出

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

☎
０
８
５
７‐２
３‐２
０
２
１

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取　

☎
０
８
５
７‐５
２‐８
８
０
２

国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の

減
免・徴
収
猶
予
制
度
の
ご
案
内

　

八
頭
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、災
害
や
失
業
な
ど
の
特
別
な
理
由
に
よ

り
、医
療
費
（
一
部
負
担
金
）の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、一
部
負
担
金
の
減
免
ま

た
は
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る「
特
別
な
理
由
」

･
震
災
、風
水
害
、火
災
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、世
帯
主（
主
た
る
生
計
維
持
者
を
含

む
）が
死
亡
し
た
場
合
や
、障
が
い
を

負
っ
た
場
合
、ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損

害
を
受
け
た
場
合

･
干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
不
作
等
に
よ
り
、収
入
が
減
少
し

た
場
合

･
事
業
や
業
務
の
休
廃
止
、失
業（
自
己
都

合
退
職
を
除
く
）な
ど
に
よ
り
、収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
場
合

対
象
と
な
る
条
件（
生
活
困
窮
の
程
度
）

･
世
帯
収
入
が
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

保
護
基
準
を
下
回
り
、医
療
扶
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

※
た
だ
し
、医
療
費
が
世
帯
収
入
に
比
べ
著

し
く
高
額
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
7
6‐0
2
0
5

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
、納
め
忘
れ
を
防
げ
る
ほ
か
、現
金

納
付
よ
り
割
引
額
が
多
く
な
り
お
得
で
す
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

･
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

･
納
付
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

･
現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
／

※
前
納（
6
か
月
前
納・1
年
前
納・2
年
前

納
）を
選
択
す
る
場
合
は
、初
回
の
振
替
日

に
よ
っ
て
振
替
対
象
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
年
金
事
務
所
、金
融
機
関
窓
口
、

町
民
課・船
岡
住
民
課・八
東
住
民
課

必
要
書
類
／
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融
機
関

届
出
印

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
0
4
3
6
3

八
頭
町
大
学
等
入
学
支
援
金

大
学
等
へ
の
進
学
を
支
援
し
ま
す

　

大
学・短
期
大
学・専
門
学
校
な
ど
へ
進

学
す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、「
八
頭
町

大
学
等
入
学
支
援
金
」を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
／
30
万
円

対
象
者
／

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

①
父
母
ま
た
は
保
護
者
等
が
、基
準
日（
申

請
す
る
年
の
4
月
1
日
）の
1
年
前
か
ら

引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
。

②
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
・
短
期
大

学・専
門
学
校
、ま
た
は
高
等
専
門
学
校

第
4
学
年
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

※
高
等
学
校
等
を
卒
業
後
2
年
以
内
の
方

に
限
り
ま
す
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

･
申
請
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
に
お
い

て
、保
護
者
等
の
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

･
家
計
の
急
変
に
よ
り
、前
年
の
保
護
者
等

の
世
帯
収
入
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

申
請
方
法
／
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、締
切
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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